ハンググライディングシリーズ大会結果報告書 （各競技日毎の結果）
	第Ⅰ日目
	２０１７年３月　１７日
	　成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　44人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　0.97187

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　9人
	ゲートオープン累計時間
	
	3h

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　7人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　9人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：板敷TO(AIT034)(400m) ― サル公園( B28035)(3000m) ― 東の宮カントリー(B03013)(12000m) ―

	　諏訪山(B03013)(32000) ― 八郷町役場(B29001)(2000) ― 板敷メインランディングゴール(ZL2004)(500)

	気象条件：関東地方は緩やかな西高東低の気圧配置。晴天で西北西の風が吹き板敷から足尾周辺は日光のブロックによりコン

	バージェンスとなりサーマルは良好。板敷テイクオフは北風が吹く。最高気温１４℃、最低気温－１℃

	概要：テイクオフオープン時間が過ぎても良い風が吹かず、飛び立てない選手。ブローが入っても一時的で難しく、多くの選

	手が上げられずリフライトする。一方、タイミングよく上げた選手は単独でターンポイントに向かい一人でゴールにたどり着

	く選手がほとんどで１２人の選手がゴールした。西側の平野の気温が１４℃まで上がり雲低は2400m、全体的に荒れた風の

	中で強いサーマルは＋５m/s以上あり板敷テイクオフを上手く上げられれば良いコンディションでフライト出来た。

	今回、タスクで３位に入った学生・深沢選手はハングシリーズ大会に初出場で単独で飛びきり見事にファーストゴールを決め

	る快挙を上げた。タイムでは三回目13:30スタートの鈴木が１時間３１分でこのレースのトップとなった。また、タスク

	フィニッシュの７分前、１６時４３分に最後のゴールを決めた阿部選手の粘りの飛びも特筆すべきだ。

	

	


	第２日目
	２０１７年　３月１８日
	　成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　44人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　0.37156　　

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　9人
	ゲートオープン累計時間
	
	　　　　3h

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　7人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　8人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：板敷TO(AIT034)(400m) ―真家テイクオフ ( B28035)(3000m) ― 富士産業(B 53004) (8000m)

	―益子ゴール(ZLJ006)(5000)―龍神山(B32004)(3000)―板敷ゴール(ZL2004)(2000)―板敷ゴール(ZL2004)(500)

	気象条件：気圧配置は昨日と大きく変わらず西高東低。北関東はコンバージェンスになり気温も上がるのでサーマルも良い。

	テイクオフレベルから1000m付近が南西の風。天候は晴れ、最高気温１５℃、最低気温-１℃

	概要：今大会中最も良い予報でタスクも最も長い79,5 km。しかしテイクオフオープン後も北西の風が止まず飛び出せない選

	手、アーリーバードの選手とプッシュした砂間選手が上がりスタートを切るがその後もフォローが止まず跳び出す事ができず。

	一時間程待ってブローが入り飛び出すが半数近くが上げられずランディングしてしまった。一方、板敷で上げスタートを切っ

	た選手を苦しめたのは強い西風と弱いサーマルだった。この日は渡良瀬遊水地のヨシ焼きがありその煙と煤で西側のサーマル

	の対流が全体的に抑えられコンバージェンスの幅が狭くなったと考えられる。風向きにもよるがヨシ焼の日は西側のタスクを

	減らし影響を受けない盆地内か北側もしくは東側を使うことを来年からの教訓にする。また、テイクオフに風が入らなかった

	のは加波山を越えてくる南西の風がちょうど板敷テイクオフにローターとなって吹き下ろす強さだった事も考えられる。

	競技は前半に上げて距離を延ばした田中選手を後から越えていった大門選手が57kmを飛びトップとなるがテイクオフの吹き

	おろしでスタートが遅くなった事とヨシ焼の大規模な煙の影響で弱ったサーマルでゴール者が出る事は無かった。


ハンググライディングシリーズ大会結果報告書 （各競技日毎の結果）
	第　3日目
	２０１７年　３月　１９日
	　成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　６１人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　　1　

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　　9人
	ゲートオープン累計時間
	
	      3h

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　　7人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　  8人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：板敷TO(AIT034)(400m)―真家テイクオフ(B23037)(2000)―国民宿舎(B80032)(2000)―

	五差路(B89003 )(400)―益子駅(B04007)(400)―下館(B82003)(1000)―桜川滑空場ゴール(ZLI002)(2000)―

	―桜川滑空場ゴール(ZLI002)(1000)

	気象条件：北海道の東の海上にある低気圧が強く移動が遅いのでこの三日間はほとんど変わらない西高東低の冬型。

	上空の寒気も残っているのでこの日もサーマルは活発。雲の出来やすい天気。最高気温１７．７℃、最低気温０℃

	概要：テイクオフはサーマルの影響もあって飛び易い南南西の風が安定して入る好条件で組まれたタスクは63km。

	飛び出した選手は順調に上げ大半の選手が二回目までのスタート時間に2200～2400mまで上げ切っている。

	前半の盆地内のターンポイント三つをどう攻略するかで大きくタイムに影響が出た。また、西側の雲が予想を上回る気温の上

	昇によって発達し過ぎ上空では雪または雨を降らせた。周辺のアメダスでは水戸だけは一時間に1mm以下の雨を観測してい

	る時間がある。競技は盆地内を出た選手は順調に距離を延ばし２９名の選手がゴールの桜川滑空場に到達した。一回目のスタ

	―トでトップに出た小梶選手が前半をリードし二回スタートの牟田園選手が後半、全員を抜き圧倒的な速さでファーストゴー

	ルと最速タイムをたたき出した。１４時３０分前後はコンバージェンス内で風の弱かったゴール付近が１５時過ぎから徐々に

	西風が強くなった。１５時５０分頃、畳んで車のキャリアーに積んである機体が飛ばされるほどの突風が入り、降りてきた選

	手を直撃した。高度10～30m程でバランスを崩した機体は風下に飛ばされ地面に激突した。意識不明となった選手は周りの選

	手の手によって蘇生法など救急措置を受け救急車で緊急搬送され手当てを受けるが搬送先の病院で死亡が確認される最悪の結

	果となってしまった。


	第　４日目
	２０１７年　３月２０日
	　不成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　　　人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　　　　

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　　　人
	ゲートオープン累計時間
	
	

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　　　人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　　　人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：競技キャンセル

	

	気象条件：移動性の高気圧に覆われ全国的に快晴。最高気温１６．５℃、最低気温１℃

	

	概要：競技三日目(３月１９日)の重大事故により競技キャンセル。

	

	

	

	

	

	

	


ハンググライディングシリーズ大会結果報告書 （各競技日毎の結果）
	第　　日目
	２０　　年　　月　　日
	　成立・不成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　　　人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　　　　

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　　　人
	ゲートオープン累計時間
	
	

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　　　人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　　　人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：

	

	気象条件：

	

	概要：

	

	

	

	

	

	

	

	


	第　　日目
	２０　　年　　月　　日
	　成立・不成立


	参加の意志表示をした選手数
	Nto
	　　　　　人
	大会有効率
	ＤＱ
	　　　　　

	上記Ntoの内のＡシード選手数
	S
	　　　　　人
	ゲートオープン累計時間
	
	

	上記Ntoの内のＢシード選手数
	S
	　　　　　人
	　　　　　
　　　　　

	上記Ntoの内のＣシード選手数
	 S
	 　　　　　人
	


	ﾀｽｸ／設定ﾊﾟｲﾛﾝ（名称）：

	

	気象条件：

	

	概要：

	

	

	

	

	

	

	

	


